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●ログイン方法
会員証をご提示いただく際は、
文学部校友会HPで「会員証」ボタンをクリックするか、
ブラウザで下記URLを入力し、ログインしてください。

https://www.web-dousoukai.com/rits-ltalumni/

ログインID 学生証番号／会員番号　※１

パスワード 生年月日（YYYYMMDD形式で入力）　※2

※１  会員番号は本紙郵送時の封筒に記載されている番号です。 
（Sで始まる番号、または16で始まる番号）

※２  西暦年4桁＋月2桁（1月の場合「01」）＋日（1日の場合「01」）の8桁

デジタル会員証の運用開始！
2022年3月より、デジタル会員証を導入いたしました。
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立命館大学文学部校友の皆さまには、日頃より学部・研究科へのご
支援・ご協力を賜っております。この場をお借りして厚く御礼申し上
げます。そして新型コロナウイルスの感染拡大によって影響を受けら
れた皆様にお見舞い申し上げます。

コロナ禍にはいって3年目を迎えますが、本学では徐々にコロナ前
の活気をとりもどそうとしております。昨年秋学期にはほぼ9割を超
える授業を対面で行いました。もちろん様々な事情で教室に出席で
きない学生がいる場合はライブ配信を含む、ハイブリッド型授業を行
いました。2022年度春学期になると教室収容定員をコロナ禍前の
水準に戻し、ほとんどの授業を対面で行なっています。一方でメディ
ア授業に利便性を感じる学生が増えていることもあって、またこれま
での経験を活かして、一部の授業はオンラインのみでの提供となって
います。このように学生の学びのスタイルも変容しています。

キャンパスの風景も変わりました。文学部の基本棟である清心館
1階のラーニング・コモンズには毎日多くの学生が集まっていて活気
を帯びています。黙々とパソコンに向かっている学生もいれば、時に
は賑やかにマスク越しに議論を交わし、グループ発表の準備をおこ
なっている学生もいます。至徳館（旧中川会館）前の東側広場（旧図
書館跡）では、暖かい日には多くの学生が芝生に腰をおろし、昼食を
とっている風景が展開されています。2021年3月に改修工事が終
了した啓明館にある「キャンパス・アジアプログラム」の共同研究室
には、本学文学部の、そしてやっと来日できた韓国の東西大学校や

中国の広東外語外資大学のキャンパス・アジ
ア生がいっしょに学習している姿がみられま
す。ここ2年間はオンライン留学だったので
すが、昨年秋に本学から14名が東西大学校
へ渡り、約4ヶ月の留学生活を終えて帰国し、今年の2月には次の14
名が東西大学校に渡りました。人文学の教育の国際化の推進のよき
事例として高い評価を受けている、このキャンパス・アジアプログラ
ムは、文部科学省の「大学の世界展開力強化事業」として3期連続採
択されています。なお、UBCへの留学を含む、全学の留学プログラム
も2022年度にはやっと現地派遣が再開されそうです。
2021年度の卒業式・学位授与式は、春学期には全学部・研究科合

同でOICを会場にして、秋学期にはコロナ禍前のように衣笠キャンパ
スの体育館で、密を避ける形で執り行われました。コロナ禍のみなら
ず、ウクライナ侵攻など、不安要因や制約がいっぱいあるなか、学生
たちは卒業論文の作成や就職活動等においてよく頑張ってくれまし
た。2021年度には約900名の新規の校友会会員が誕生したことを
たいへん嬉しく思います。

これまでの文学部、文学研究科の発展は、校友の皆さまの支えがな
ければ決してかなわなかったものです。改めて感謝申し上げますと
ともに、今後も共に学び、成長する文学部・文学研究科生に対しての
変わらぬご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

2022年度 文学部校友会 懇親会のご案内
2022年11月6日（日）
11：30～14：00（10：30～受付開始）

ホテルオークラ京都（３F 翠雲の間）、Web配信
〒604-8558　京都市中京区河原町御池　TEL.075-211-5111
地下鉄東西線「京都市役所前駅」直結
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申込期限立命館大学文学部校友会HP▶「イベント」▶「懇親会参加申込」（https://
secure.ritsumei.ac.jp/forms/ltalumni/events/）からお申し込みください。

文学部校友会員※・文学部卒業生
※ 立命館校友と文学部校友は異なりますのでご注意ください（詳細は会報P.8「入会案内（2006年度以前にご卒業の皆様）」をご覧ください）。

定員  会場定員120名（応募者多数の場合には先着順とさせていただきます。）／Web参加300名

Web申込

参加対象

校友会報「LETTERS（Vol.14）」内の折り込みハガキに必要事項をご記入の
上お申し込み下さい（切手不要）。ハガキ申込

［お問合せ先］ 立命館大学文学部校友会事務局 〒603-8577　京都市北区等持院北町56-1　TEL：075-465-8187　FAX：075-465-8188　
E-Mail：ltalumni@st.ritsumei.ac.jp　HP：http://www.ritsumei.ac.jp/ltalumni/

※新型コロナウイルスの感染状況により、懇親会の実施形態が変更になる場合がございます。その場合は文学部校友会のホームページやFacebookでご案内させていただきます。

2022年9月30日（金）
〈必着〉

NEWS

企画 ①　講演会・クロストーク（対談） 企画 ②　ミニ講義

12：00～13：00 （予定）　
Web配信会場

演題

「 小説家デビューから 」
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成教授

13：10～13：50 （予定）　
Web配信会場

演題

「  近代文学と   」
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成教授
（日本文学研究学域・日本文学専攻） 

高瀬隼子氏  
2011年に文学部哲学専攻を卒業後、会社員として勤務
しながら執筆した小説『犬のかたちをしているもの』で「第
43回すばる文学賞」を受賞、文芸誌『すばる』に掲載され
デビュー（単行本は集英社、2020年2月刊）。『水たまり
で息をする』（集英社、2021年7月刊）が「第165回芥川
賞候補作」に選出された。また、近著である『おいしいご
はんが食べられますように』（講談社、2022年3月刊）も、

「第167回芥川賞候補作」に選出され、2年連続のノミ
ネートとなる。

高瀬隼子氏 谷徹名誉教授 瀧本和成教授

瀧本和成教授 （日本文学研究学域 日本文学専攻）   
文学部日本文学専攻に所属し、日本近現代文芸（文学・芸術）を専
門領域とする。森鷗外を中心に、夏目漱石や芥川龍之介などに代
表される明治から大正期にかけての文学者のみならず、大江健三郎
や村上春樹といった現代文学まで幅広く研究対象とする文学（史）
研究者であり教養人である。文学作品に留まらず漫画やアニメな
どのサブカルチャーや映像作品にも深い造詣を有する。近年では
教養教育センターの主催するウェビナー講座「SERIESリベラル
アーツ：自由に生きるための知性とはなにか」でも複数回の講演を
務めている。

谷徹名誉教授 （人間研究学域 哲学・倫理学専攻）  
文学部哲学・倫理学専攻に所属し、「現象学」を中心にして、
ヨーロッパの現代哲学を専門領域とする。著書『これが現象
学だ』（講談社、2002年11月刊）は増刷を重ね、日本の現象
学研究をリードしている。現象学を間文化現象学へと発展
をさせ、本学に間文化現象学研究センターを創設した。その
後10年間、所長としてセンターを世界的な研究拠点へと成
長させた。2020年4月にはこれら学内外での顕著な功績が
評価され名誉教授の称号が授与された。高瀬隼子氏の在学
中の指導教員。

文学部校友会員 1,000円／非会員（入会いただいていない方・同伴の方） 2,000円
| 無料招待枠 |   2017～2021年度卒業生（2017年9月～2022年3月卒）、卒業後10年（2010年9月～2012年3月卒）、卒業後50年（1970〔昭和45〕年～

1972〔昭和47〕年）の文学部校友会員の方は無料でご招待いたします（※懇親会非開催年度分を遡及して無料招待枠を設定しております）。
※懇親会ではお食事（お弁当）をご提供させていただきます。

参加費

※Web参加は 
 無料です。

懇親会に参加をご希望の方は以下のどちらかの方法でお申込み下さい


